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指定地域密着型（介護予防）サービス事業者への処分について 

令和５年１１月１７日 

倉敷市保健福祉局指導監査課 

 

本日，下記の指定地域密着型（介護予防）サービス事業者に対し，介護保険法（平成９

年法律第１２３号。以下「法」という。）に基づき，次のとおり処分を行いました。 

 

１ 対象事業者 

株式会社グループホーム長楽園 

倉敷市菰池３丁目４３４番地   代表取締役 藤 原 信 幸 

 

２ 対象事業所及びサービス種別 

グループホーム長楽園 

認知症対応型共同生活介護、介護予防認知症対応型共同生活介護 

（倉敷市菰池３丁目４３４番地  平成１６年１０月１日指定  定員１８名） 

 

３ 処分内容 

指定の一部の効力の停止（新規利用者の受入れ停止）６月間 

 

４ 効力を停止する期間 

令和５年１２月１日から令和６年５月３１日まで 

 

５ 経緯 

令和５年７月１４日 市に虐待（不適切な介護）の通報あり 

令和５年７月２１日以降 市が事業所に監査を実施 

令和５年１０月２０日 市が代表取締役あてに１１月１日までに弁明書を提出するよ



う通知を発出 

令和５年１０月３１日 市が代表取締役からの弁明書を受理 

令和５年１１月１７日 市が指定の一部の効力停止処分の通知を発出 

 

６ 処分の原因となる事実 

（１）人格尊重義務違反（介護保険法７８条の１０第６号該当） 

グループホーム長楽園（認知症対応型共同生活介護）において、次の事実を確認した。 

ア 令和５年７月に夜勤に従事していた職員が、朝リビングに来るのが遅かった女性利

用者に対し、強い口調で叱責し、その際、別の女性利用者を呼び捨てにして高圧的に

同意を求めるといった不適切な言動を行ったもの。また、同じ日の午前中に男性利用

者に対しても同職員が侮蔑的、高圧的で不適切な言動を行ったもの。 

また、代表者、管理者は少なくとも２年前から当該職員の利用者に対する高圧的で

不適切な言動について把握していたにもかかわらず効果的な対応を取っていなかった

もの。 

イ 利用者１３名に対し、夜間の時間帯に毎日のように身体的拘束（ベッド柵で行動を

制限する行為）が行われていたが、その態様等が記録されておらず、「緊急やむを得

ない場合」であるかどうかの検討が行われていなかった。また、職員等の証言から少

なくとも１０名の利用者については昨年から監査に入るまで１年以上継続して同行為

を行っていたことを確認したもの。 

ウ 代表者が利用者に対し、侮辱的及び高圧的等の不適切な言動を行ったもの。 

（２）その他法令違反（介護保険法第１１５条の１９第１１号該当） 

介護予防認知症対応型共同生活介護と一体的運営を行う認知症対応型共同生活介護にお

いて法第７８条の１０第６号の違反を行った。 

 

 


